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北朝鮮人権侵害問題啓発週間に向けて「人権週間」に考えてみませんか？

12月10日の「人権デー」は，昭和23(1948)年に

国際連合において，世界人権宣言が採択されたこ

とを記念して定められました。 12月10日から16日の１週間は 「北朝鮮人権侵害，

我が国では翌年から，毎年12月10日を最終日と 問題啓発週間」です。特に，拉致問題は喫緊の国民

する１週間（12月４日か 的課題であり，この問題についての関心を持ち続け

ら10日）を「人権週間」 るとともに，認識を深めていくことが大切です。

と定め，全国的な人権啓

鹿児島県に関係のある拉致被害者･特定失踪者発活動を展開しています。

この期間，多くの学校 政府が「拉致被害者」として認定している17人

では，児童生徒が人権に のうち，帰国した５人以外の安否は不明のままで

ついて考えるために様々 す また このほかにも拉致された疑いのある 特。 ， 「

な取組を行っています。 定失踪者」が多数います。

なお，鹿児島県関係者は，次のとおりです。

人権週間」における学校の取組例「

「 」令和３年度 子どもの人権プロジェクト推進校

（県教委指定）における実践を紹介します。

人権尊重の環境づくり

伊佐市立湯之尾小学校では 「人権週間」に合，

わせて，下学年が考えた「ぽかぽか言葉」や上学

「 」年が書いた 人権標語

。を校内に掲示しました

学校での取組また，友達のよいとこ

ろを書いたメッセージ 児童生徒が拉致被害者や

カードで装飾した木を その家族の人たちの思いに

「心のもみの木」と名 寄り添い，拉致問題への関

付け，人権尊重の環境 心や解決への意識を高めて

づくりに努めました。 いくことが大切です。指導【人権標語の掲示】

する際は，発達の段階に即

したねらいとなるようにす人権作文の紹介

肝付町立波野中学校では 「人権週間」に給食 ること，北朝鮮や北朝鮮の，

時間の校内放送を利用し，生徒による人権作文の 人々への偏見や差別を生ま

拉致問題啓発アニ朗読を行いました。 ないように配慮すること等に【

メ「めぐみ 】人権に対する様々な 留意することが重要です。 」

考え方に触れさせ， また，県教委ホームペー

それぞれが自分のこ ジには，教職員向けの研修

ととして人権問題に 教材を掲載しています。

ついて考える契機と

】しました。 【人権作文紹介の様子】 【デジタル研修教材

「みんなのための人権ハンドブック（鹿児島県 」から）

ある日突然連れ去られ，今も救出を待ち続けている…。
それがもしも自分だったら，自分の家族だったら…。


